
神
社
や
城
郭
な
ど
の
石
垣
を
作
る
こ
と
が
得
意
で
、織
豊
時
代
に
活
躍
し
た
穴
太
衆
（
あ
の
う
し
ゅ
う
）
と
呼
ば
れ
る
石
工
（
い
し
く
）

職
人
の
技
術
を
引
き
継
ぐ
方
々
が
、
今
も
滋
賀
県
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。
穴
太
衆
は
、
自
然
の
石
を
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
使
い
、

堅
牢
で
美
し
い
石
垣
を
積
み
上
げ
る
「
野
面
積
み
（
の
づ
ら
づ
み
）」
と
い
う
積
み
方
を
得
意
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
一
つ
と
し
て

同
じ
物
の
な
い
自
然
石
を
組
み
上
げ
て
い
く
の
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
野
面
積
み
の
中
で
も
、
特
に
穴
太
積
み
と
呼
ば
れ
る

高
い
技
術
を
現
代
ま
で
継
承
し
て
い
る
粟
田
純
德
（
あ
わ
た　

す
み
の
り
）
氏
に
は
、「
石
の
声
を
聴
け
」
と
い
う
口
伝
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
粟
田
氏
は
「
石
を
見
る
目
を
養
う
。
ど
れ
だ
け
石
を
観
察
し
て
い
る
か
が
重
要
。」
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、

私
た
ち
教
師
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。「
石
の
声
を
聴
け
」
と
い
う
言
葉
は
、
我
々
教
師
に
置
き
換
え
る
と
、
学

習
指
導
要
領
を
よ
く
読
み
、
学
習
材
を
よ
く
研
究
し
、
子
供
の
姿
に
よ
く
寄
り
添
う
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
一
人
と
し
て
同
じ
で
は
な

い
子
供
た
ち
を
よ
く
見
て
、
身
に
付
け
さ
せ
る
べ
き
力
に
つ
い
て
意
識
し
、
学
習
材
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
出
会
い
の
場

を
設
定
し
て
い
く
こ
と
は
、
ま
さ
に
自
然
石
を
使
用
し
た
石
垣
作
り
に
通
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
二
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
授
業
を
創
り
上
げ
て
い
く
中
で
、
教
師
が
子
供
の
姿
を
よ
く
見
て
寄
り
添

う
こ
と
、
学
習
材
の
特
性
や
よ
さ
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
、
子
供
た
ち
が
学
習
材
に
対
し
て
今
の
自
分
が
も
て
る
全
て
の
力
を
発
揮
し
て

向
き
合
え
る
場
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、
今
、
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
子
供
の
姿
を
よ
く
見
る
と
は
、「
全
体
像
を

感
覚
的
に
捉
え
る
こ
と
が
得
意
」、「
一
つ
一
つ
確
か
め
な
が
ら
、
考
え
を
積
み
上
げ
て
い
く
」
な
ど
の
『
思
考
の
仕
方
の
特
性
』、「
口
数

は
少
な
い
が
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
書
く
こ
と
が
で
き
る
」、「
他
の
人
と
は
異
な
る
表
現
を
工
夫
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
高
い
」

な
ど
の
『
表
現
の
仕
方
の
特
性
』、「
一
人
で
じ
っ
く
り
考
え
を
深
め
る
こ
と
を
好
む
」、「
最
初
に
友
達
の
意
見
や
ヒ
ン
ト
を
聞
き
た
が
る
」

な
ど
の
『
友
達
と
の
関
わ
り
方
の
特
性
』
な
ど
に
つ
い
て
、
一
人
一
人
の
子
供
の
実
態
を
捉
え
、
そ
の
力
を
学
習
の
中
で
活
用
す
る
こ
と

や
、
苦
手
な
こ
と
を
克
服
す
る
学
習
体
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
材
の
特
性
や
よ
さ
を
よ
く
理
解
す

る
こ
と
と
は
、
そ
の
単
元
で
身
に
付
け
さ
せ
る
べ
き
力
と
の
相
性
や
、
教
師
自
身
が
学
習
材
の
ど
こ
に
感
動
で
き
る
の
か
を
検
討
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
考
え
抜
い
た
そ
れ
ら
の
よ
い
組
み
合
わ
せ
が
、
堅
牢
な
石
垣
の
よ
う
な
単
元
づ
く
り
・
授
業
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

研
究
は
、
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
構
成
要
素
の
一
つ
一
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

室
で
展
開
さ
れ
て
い
る
、「
こ
の
一
人
」
の
「
こ
の
一
歩
」
を
支
え
る
、
教
師
と
子
供
た
ち
の
真
摯
で
ひ
た
む
き
な
日
々
の
実
践
で
満
た

さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
各
教
室
で
展
開
さ
れ
て
い
る
「
今
日
の
一
歩
」
を
み
ん
な
で
充
実
さ
せ
共
有
す
る
こ
と
で
、
高
く
堅
く

美
し
い
石
垣
を
築
く
よ
う
に
研
究
の
質
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
練
馬
区
立
大
泉
学
園
小
学
校
長
）

「
こ
の
一
人
」
の
「
こ
の
一
歩
」
を
支
え
て

副 

会 

長　

加
賀
田　

真　

理
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一　

研
究
主
題
に
つ
い
て

（
一
）
研
究
主
題
の
設
定
に
つ
い
て

感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
授
業
研
究

を
前
提
に
、
伝
え
合
う
力
の
基
礎
と
な

る
「
聞
く
こ
と
」
に
焦
点
を
当
て
、「
話

し
手
が
伝
え
た
い
こ
と
と
自
分
が
聞
く

必
要
の
あ
る
こ
と
の
両
面
を
意
識
し
て

聞
き
、感
想
や
考
え
を
形
成
す
る
こ
と
」

を
目
指
し
、
研
究
主
題
を
「
自
己
充
実

を
目
指
し
、『
求
め
て
聞
く
子
』
を
育

成
す
る
指
導
と
評
価
の
工
夫
」
と
し
た
。

自
己
充
実
を
目
指
す
と
は
、
聞
く
こ

と
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
が
広
が
っ

た
り
深
ま
っ
た
り
す
る
経
験
や
、
聞
く

こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
生
活
が
よ
り
豊

か
に
な
る
経
験
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

聞
い
て
よ
か
っ
た
と
い
う
満
足
感
や
充

実
感
を
も
ち
、
も
っ
と
聞
き
た
い
と
い

う
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
は
、
児
童

の
主
体
的
な
学
び
を
支
え
る
力
と
な
る
。

「
求
め
て
聞
く
子
」
と
は
、
目
的
を

も
と
に
意
欲
的
に
聞
き
、
自
分
の
考
え

を
形
成
す
る
姿
で
あ
る
。「
求
め
て
聞

く
子
」
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
自
分

の
聞
き
方
を
評
価
し
、
よ
り
よ
い
聞
き

方
に
つ
い
て
考
え
る
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
や
、
よ
り
よ
く
聞
こ
う
と
す
る

主
体
的
な
態
度
を
育
成
す
る
必
要
が
あ

る
。
聞
く
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
の
考

え
を
広
げ
、
深
め
、
自
分
を
見
つ
め
直

し
、
聞
く
こ
と
の
よ
さ
を
児
童
が
感
じ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
身

に
付
け
さ
せ
た
い
聞
く
力
を
系
統
的
に

示
し
、
自
ら
の
変
容
を
自
覚
で
き
る
単

元
を
つ
く
り
、
児
童
が
聞
く
こ
と
の
必

然
性
を
感
じ
る
題
材
を
設
定
す
る
。
さ

ら
に
、
児
童
が
学
習
過
程
を
振
り
返
り
、

調
整
す
る
学
習
活
動
を
工
夫
し
、
自
己

充
実
を
目
指
す
。

（
二
）
研
究
主
題
に
迫
る
観
点

○
児
童
の
実
態
分
析
と
単
元
で
「
身
に

付
け
さ
せ
た
い
力
」
の
設
定
、
学
習

過
程
の
工
夫
・
構
造
化

○
児
童
が
「
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
」

を
意
識
し
、
自
ら
の
学
習
状
況
を
把

握
し
、
自
分
の
学
び
や
変
容
を
見
取

り
、
学
び
の
成
果
を
自
覚
で
き
る
学

習
の
振
り
返
り
の
工
夫

○
誰
も
が
明
日
か
ら
や
っ
て
み
た
い
と

思
え
る
シ
ン
プ
ル
な
題
材
の
選
定

二　

研
究
の
内
容

（
一
）
学
習
の
充
実
及
び
質
の
向
上
を

図
る
単
元
づ
く
り

興
味
・
関
心
の
高
い
話
題
を
基
に
、

必
然
性
の
あ
る
単
元
を
設
定
す
る
と
と

も
に
、「
聞
く
こ
と
」
へ
の
課
題
意
識

を
明
確
に
す
る
導
入
を
行
う
。

（
二
）
学
習
改
善
・
授
業
改
善
に
つ
な

が
る
評
価
活
動
の
充
実

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し

た
振
り
返
り
を
自
己
評
価
の
材
料
と
し
、

自
己
の
学
び
の
変
容
を
実
感
さ
せ
、
学

び
方
の
調
整
に
活
用
さ
せ
る
。
併
せ
て
、

教
師
の
価
値
付
け
を
行
う
。

（
三
）
国
語
科
及
び
他
教
科
・
他
校
種
等

と
の
連
携
に
よ
る
学
習
活
動
の
活
性
化

メ
モ
を
取
る
こ
と
で
、
話
し
手
が
伝

え
た
い
こ
と
と
自
分
が
聞
く
必
要
の
あ

る
こ
と
を
捉
え
た
こ
と
を
自
己
評
価
し
、

足
り
な
い
と
こ
ろ
を
自
ら
補
う
力
を
伸

ば
す
こ
と
を
目
指
し
た
。

三　

研
究
方
法

三
分
科
会
で
、
単
元
作
り
・
授
業
研

究
を
進
め
、
児
童
の
実
態
や
付
け
た
い

力
に
応
じ
た
指
導
に
な
る
よ
う
授
業
を

磨
き
上
げ
て
い
く
。「
話
し
合
い
に
お

い
て
付
け
た
い
力
」
の
「
聞
く
力
」
を

見
直
す
。

四　

研
究
組
織

部　

長　

山
口　

麻
衣（
文
京
・
千
駄
木
小
）

副
部
長　

横
溝　

宇
人（
目
黒
・
中
目
黒
小
）

副
部
長　

小
宮　

孝
之
（
板
橋
・
紅
梅
小
）

副
部
長　

須
釜
久
美
子（
大
田
・
東
六
郷
小
）

世
話
人

全　

体　

朽
木　

良
美
（
新
宿
・
花
園
小
）

全　

体　

丸
山　

秀
光（
足
立
・
西
新
井
小
）

 

低
学
年 　

渡
邉　

成
啓（
江
戸
川
・
篠
崎
小
）

 

中
学
年 　

朽
木　

良
美
（
新
宿
・
花
園
小
）

 

高
学
年 　

早
坂　

佳
乃（
新
宿
・
西
新
宿
小
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ　

早
坂　

京
乃（
荒
川
・
第
三
瑞
光
小
）

庶　

務　

濱　
　

宗
伸
（
台
東
・
黒
門
小
）

五　

年
間
指
導
講
師

講
師　

本
会
顧
問　

邑
上　

裕
子
先
生

六　

研
究
計
画

７
・
２　

組
織
づ
く
り
、
研
究
概
要

７
・
28　

年
間
計
画
、
指
導
の
重
点

８
・
20　

研
究
主
題
、
授
業
検
討

９
・
21　

小
研
指
導
案
検
討

10
・
５　

高
学
年
分
科
会
研
究
授
業

授
業
者　

桒
子　
　

綾
（
練
馬
・
光
和
小
）

11
・
25　

低
学
年
研
究
授
業

授
業
者　

安
原　

真
衣
（
板
橋
・
紅
梅
小
）

12
・
２　

中
学
年
研
究
授
業

授
業
者　

濱　
　

宗
伸
（
台
東
・
黒
門
小
）

12
・
27　

大
会
授
業
の
撮
影
等

１
・
20　

大
会
指
導
案
検
討

２
・
７　

部
会
提
案
検
討

２
・
18　

研
究
大
会

授
業
者

一
年　

井
上　

奈
（々
新
宿
・
落
合
二
小
）

三
年　

竹
株　

陽
香�

（
豊
島
・
千
早
小
）

六
年　

橘　
　

由
紀�

（
墨
田
・
両
国
小
）

３
・
２　

成
果
と
課
題
、
反
省

　

令
和
三
年
度

 
各
部
研
究
活
動

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部

自
己
充
実
を
目
指
し
、

「
求
め
て
聞
く
子
」を
育
成
す
る

指
導
と
評
価
の
工
夫

研
究
部
長　

山
口　

麻
衣
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一　

研
究
主
題
に
つ
い
て

書
く
こ
と
部
で
は
、「
書
い
て
伝
え

た
い
」「
書
い
て
表
し
た
い
」
と
い
う

児
童
の
思
い
を
高
め
、
単
元
の
学
習
を

通
し
て
、「
書
い
て
よ
か
っ
た
」「
ま
た

書
き
た
い
」
と
い
う
児
童
を
育
て
る
こ

と
を
目
指
し
研
究
を
重
ね
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
も
、
児
童
が
主
体
的
に
書

く
活
動
に
取
り
組
む
た
め
の
単
元
の
開

発
、
進
ん
で
書
け
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
個
々
の
書
く
力
に
応
じ
た
柔
軟
な
学

習
過
程
の
工
夫
、
児
童
が
実
感
を
伴
う

単
元
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
ま

た
、
児
童
が
見
通
し
を
も
ち
、
自
分
の

書
く
活
動
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
学
習
計
画
表
の
作
成
、
個
に
応

じ
た
指
導
や
支
援
の
た
め
の
座
席
一
覧

表
の
活
用
に
よ
っ
て
、
指
導
と
評
価
の

一
体
化
も
図
っ
て
き
た
。

今
年
度
は
、
学
習
改
善
・
授
業
改
善

に
つ
な
が
る
評
価
活
動
の
工
夫
の
あ
る

単
元
づ
く
り
を
研
究
の
重
点
と
し
た
。

学
習
改
善
と
は
、
児
童
が
自
ら
の
学
び

を
見
通
し
、
振
り
返
り
、
調
整
す
る
こ

と
が
で
き
る
手
立
て
で
あ
る
。
授
業
改

善
と
は
、
児
童
が
学
び
の
変
容
を
自
覚

す
る
た
め
の
自
己
評
価
や
相
互
評
価
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
評
価
活
動
を
充
実
し

た
単
元
づ
く
り
を
目
指
し
た
。

二　

研
究
の
内
容

（
一
）
学
び
の
質
の
向
上
を
図
る
単
元

の
工
夫

○�

児
童
の
実
態
に
応
じ
た
学
び
の
必
然

性
が
あ
る
課
題
設
定

○�

豊
か
な
語
彙
の
拡
充
に
つ
な
が
る
指

導
○�
学
習
の
成
果
物
等
の
活
用
・
共
有
を

図
る
こ
と
に
よ
る
、
学
び
を
積
み
重

ね
る
指
導

（
二
）
学
習
改
善
・
授
業
改
善
に
つ
な

が
る
評
価
活
動
の
工
夫

○�

言
語
活
動
の
特
徴
や
個
の
学
習
状
況

に
応
じ
た
評
価
活
動

○�

児
童
が
自
ら
の
学
び
を
見
通
し
、
振

り
返
り
、
調
整
で
き
る
学
習
過
程

○�

児
童
が
学
び
の
変
容
を
自
覚
で
き
る

自
己
評
価
・
相
互
評
価

（
三
）
言
葉
の
力
の
活
用
を
意
識
し
た

学
習
活
動
の
工
夫

○�

行
事
や
他
教
科
等
の
指
導
と
関
連
さ

せ
た
学
習
活
動

○�

適
切
な
表
現
の
仕
方
や
語
彙
の
選
択

を
す
る
な
ど
、
言
葉
の
力
の
活
用
を

図
る
学
習
活
動

三　

研
究
方
法

低
中
高
の
三
分
科
会
を
設
定
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
十
一
月
ま
で
に
研
究
授
業
を

行
う
。
一
月
に
書
く
こ
と
部
実
践
報
告

会
を
開
催
し
て
、
実
践
内
容
の
共
有
を

図
り
、
成
果
と
課
題
を
検
討
す
る
。

四　

研
究
組
織

部　

長　

薄
井　

智
美（
町
田
・
町
田
第
六
小
）

副
部
長　

橋
本　

則
子（
新
宿
・
落
合
第
二
小
）

副
部
長　

古
谷　
　

勉（
新
宿
・
余
丁
町
小
）

副
部
長　

渡
辺　

裕
之（
千
代
田
・
番
町
小
）

世
話
人

全　

体　

成
家　

雅
史（
東
京
学
芸
大
附
小
金
井
小
）

 

低
学
年 　

清
水　

絵
里�

（
中
野
・
令
和
小
）

 

中
学
年 　

松
村　

優
子�

（
荒
川
・
赤
土
小
）

 

高
学
年 　

高
桑　

美
幸（
板
橋
・
志
村
第
四
小
）

五　

年
間
指
導
講
師

講
師　

本
会
顧
問　

成
家　

亘
宏
先
生

六　

研
究
計
画

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
を
第
一
に
考
え
、
ズ
ー
ム
等
の
リ

モ
ー
ト
を
活
用
し
て
研
究
を
進
め
る
。

研
究
授
業
に
あ
た
っ
て
は
、
参
加
人

数
を
制
限
し
、
他
教
室
で
中
継
動
画
視

聴
を
併
用
し
、
感
染
防
止
策
を
講
じ
た
。

３�

月　

令
和
元
年
度
の
成
果
と
課
題
の

整
理�

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

６�

・
11　

第
一
回
部
会　

研
究
組
織
の

検
討　

ま
な
び
塾
実
践
報
告

�

（
千
代
田
・
番
町
小
）

７
月　

第
一
回
部
内
世
話
人
会

今
年
度
の
研
究
の
方
向
性（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

７
・
30　

第
二
回
部
会
（
千
代
田
・
番
町
小
）

研
究
主
題
・
研
究
内
容
等
検
討

９
月
・
10
月
・
11
月

各
分
科
会
検
討

�

（
部
長
・
副
部
長
校
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

11
・
５　

高
学
年
分
科
会
研
究
授
業

授
業
者　

笹
木　

望
美（
練
馬
・
立
光
が
丘
春
の
風
小
）

11
・
16　

中
学
年
分
科
会
研
究
授
業

授
業
者　

桐
野　

大
地（
足
立
・
舎
人
第
一
小
）

11
・
29　

低
学
年
分
科
会
研
究
授
業

授
業
者　

橋
浦　

龍
彦�

（
北
・
豊
川
小
）

12
月　

各
分
科
会
紀
要
原
稿
検
討

１
・
６　

第
三
回
部
会
（
千
代
田
・
番
町
小
）

小
研
実
践
報
告　

成
果
と
課
題

大
会
指
導
案
検
討
・
役
割
分
担

講
師　

本
会
顧
問　

成
家　

亘
宏
先
生

２
・
18　

研
究
大
会�

（
文
京
・
千
駄
木
小
）

授
業
者

一
年　

橋
浦　

龍
彦�

（
北
・
豊
川
小
）

一
年　

臂　

美
沙
都
（
足
立
・
千
住
常
東
小
）

四
年　

椎
名　

景
子�

（
葛
飾
・
南
綾
瀬
小
）

六
年　

松
江　

宣
彦
（
中
野
・
平
和
の
森
小
）

３�

月　

今
年
度
の
研
究
の
振
り
返
り	

及
び
次
年
度
の
方
向
性

書
く
こ
と
部

児
童
の
深
い
学
び
を
目
指
す
、

主
体
的
・
対
話
的
な
書
く
こ
と

の
単
元
づ
く
り

研
究
部
長　

薄
井　

智
美
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一　

研
究
主
題
に
つ
い
て

読
む
こ
と
部
で
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
学
習
者
の
学
び
の
質
が
高
ま
っ

た
状
態
を
「
自
立
し
た
学
習
者
に
な
る

こ
と
」
と
捉
え
る
こ
と
と
し
た
。「
自

立
し
た
学
習
者
」
と
は
、
自
ら
学
び
を

選
ん
だ
り
、
進
め
た
り
し
な
が
ら
学
習

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
児
童
で
あ

る
。
自
ら
学
習
を
進
め
る
た
め
に
は
、

課
題
を
見
付
け
、
解
決
方
法
を
適
切
に

選
び
、
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
力
は
、
情
報
を
正

確
に
捉
え
る
力
で
あ
り
、
適
切
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
を
客
観
的
に
評
価
で
き
る

力
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
力
が
身
に

付
く
よ
う
な
単
元
づ
く
り
を
模
索
す
る

と
と
も
に
、
指
導
の
工
夫
を
考
え
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

二　

研
究
の
内
容

上
記
の
研
究
主
題
に
迫
る
た
め
、　

読
む
こ
と
部
で
は
、「
学
び
の
手
引
き
」

の
作
成
・
活
用
を
研
究
の
中
心
と
し
て
、

以
下
の
４
点
に
取
り
組
み
、
研
究
主
題

の
具
現
化
を
目
指
し
た
。

（
一
）
評
価
規
準
・
評
価
方
法
の
明
確

化
と
共
有

単
元
の
導
入
等
に
お
い
て
、
そ
の
単

元
で
「
身
に
付
け
た
い
力
」
を
児
童
と

共
有
す
る
。教
師
と
児
童
の
双
方
が「
身

に
付
け
た
い
力
」
を
正
確
に
意
識
し
て

指
導
・
学
習
す
る
こ
と
で
、
児
童
の
自

己
評
価
が
教
師
の
評
価
と
一
致
す
る
状

態
を
目
指
す
。

（
二
）
つ
な
が
り
・
積
み
重
ね
の
あ
る

学
習単

元
の
導
入
に
お
い
て
、
前
単
元
の

学
習
を
想
起
さ
せ
た
り
、
単
元
の
終
末

に
お
い
て
、
本
単
元
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
用
で
き
る
場
面
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

た
り
す
る
活
動
を
取
り
入
れ
、「
既
習

内
容
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
」

と
い
う
意
識
を
高
め
る
。

（
三
）
豊
か
な
語
彙
の
拡
充

学
習
材
で
使
わ
れ
て
い
る
語
句
に
つ

い
て
、「
意
味
調
べ
」
や
「
言
葉
集
め
」

に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
の
語
句
を

使
っ
て
自
分
の
考
え
を
表
現
さ
せ
た
り
、

例
文
を
作
ら
せ
た
り
す
る
。
語
句
の
意

味
や
用
法
を
正
し
く
理
解
し
、
使
い
こ

な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
四
）
学
び
の
必
然
性
・
見
通
し

学
習
材
と
の
出
合
わ
せ
方
を
工
夫
し

た
り
、
言
語
活
動
に
即
し
た
モ
デ
ル
文

を
提
示
し
た
り
し
て
、
学
習
の
目
的
と

方
法
を
可
能
な
限
り
具
体
化
す
る
。「
何

の
た
め
に
学
ぶ
か
」「
ど
の
よ
う
に
学

ぶ
か
」「
ど
の
よ
う
な
力
が
付
く
の
か
」

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
か
」
を
明
確
に
す
る
。

三　

研
究
方
法

運
営
委
員
会
及
び
低
・
中
・
高
学
年

分
科
会
を
設
定
し
、
各
分
科
会
ご
と
に

小
研
に
お
い
て
、
授
業
研
究
を
行
う
。

研
究
大
会
に
向
け
、
さ
ら
な
る
指
導
案

検
討
を
行
い
、
研
究
内
容
を
深
め
る
。

四　

研
究
組
織

部　

長	

伊
藤　
　

聡（
大
田
・
洗
足
池
小
）

副
部
長	

吉
川　

信
次（
品
川
・
第
三
日
野
小
）

副
部
長	

新
藤　

直
美（
世
田
谷
・
駒
繋
小
）

副
部
長	

川
辺　

章
絵
（
江
東
・
毛
利
小
）

研　

究	

生
井　

正
芳（
北
・
桐
ヶ
丘
郷
小
）

研
究
副	

村
松　

裕
香
（
渋
谷
・
広
尾
小
）

研
究
副	

本
條　

禎
之（
世
田
谷
・
尾
山
台
小
）

総　

務	

市
川
明
日
香
（
目
黒
・
中
根
小
）

総　

務	

上
野
美
智
恵
（
品
川
・
京
陽
小
）

庶　

務	

平
形　

裕
司（
板
橋
・
中
根
橋
小
）

庶　

務	

飯
村　

良
哉
（
葛
飾
・
柴
又
小
）

会　

計	

小
寺　

里
加�

（
港
・
赤
坂
小
）

世
話
人	

木
下　

恵
理
（
練
馬
・
早
宮
小
）

世
話
人	

本
條　

禎
之（
世
田
谷
・
尾
山
台
小
）

世
話
人	

橋
本　

祐
樹（
世
田
谷
・
等
々
力
小
）

五　

年
間
指
導
講
師

講
師　

本
会
顧
問　

岸
本　

修
二
先
生

六　

研
究
計
画

６
・
10�
大
田
・
洗
足
池
小

研
究
主
題
・
計
画
・
内
容
の
検
討
①

６
・
29�

品
川
・
第
三
日
野
小

研
究
部
員
総
会

８
・
19�

大
田
・
洗
足
池
小

基
調
講
演

講
師　

本
会
顧
問　

岸
本　

修
二
先
生

７
・
８
月　

各
分
科
会

10
・
１�

大
田
・
洗
足
池
小

分
科
会
の
指
導
案
検
討

10
・
21�

足
立
・
舎
人
小

低
学
年
分
科
会
研
究
授
業　

二
年

授
業
者　

福
田　

晴
香

講
師　

本
会
顧
問　

岸
本　

修
二
先
生

11
・
９�

調
布
・
布
田
小

高
学
年
分
科
会
研
究
授
業　

五
年

授
業
者　

大
久
保　

啓

講
師　

本
会
顧
問　

岸
本　

修
二
先
生

11
・
29�

江
東
・
南
陽
小

中
学
年
分
科
会
研
究
授
業　

四
年

授
業
者　

菱
谷　

美
有
紀

講
師　

本
会
顧
問　

岸
本　

修
二
先
生

12
月
～
２
月

�

研
究
大
会
事
前
研
究
・
大
会
授
業
・
発

表
内
容
の
検
討

２
・
18�

文
京
・
千
駄
木
小

研
究
大
会
授
業
者

二
年　

上
野
美
智
恵�

（
品
川
・
京
陽
小
）

四
年　

多
田
羅
智
美�

（
品
川
・
豊
葉
の
杜
学
園
）

五
年　

小
松　

沙
織�

（
新
宿
・
余
丁
町
小
）

３
月�

大
田
・
洗
足
池
小

次
年
度
の
研
究
に
つ
い
て

読
む
こ
と
部

学
び
の
質
を
高
め
る

評
価
活
動
と
指
導
の
工
夫

研
究
部
長　

伊
藤　
　

聡
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一　

研
究
主
題
に
つ
い
て

言
語
部
で
は
、
研
究
主
題
を
「
言
葉

の
よ
さ
に
気
付
き
、
親
し
み
、
日
常
生

活
に
生
か
す
単
元
づ
く
り
と
評
価
」
と

設
定
し
、
二
年
目
と
な
る
。

学
習
指
導
要
領
で
は
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
を「
知
識
及
び
技
能
」「
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」「
学
び

に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
の
三
つ
の

柱
で
整
理
し
、
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方

な
ど
の
「
知
識
及
び
技
能
」
を
国
語
で

理
解
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
様
々
な

場
面
の
中
で
生
き
て
働
く
「
知
識
及
び

技
能
」
と
し
て
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め

に
は
、
思
考
・
判
断
し
表
現
す
る
こ
と

を
通
じ
て
育
成
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、「
知
識
及
び
技
能
」

と
「
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
等
」
は
、

相
互
に
関
連
し
合
い
な
が
ら
育
成
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
、「
言
葉
」
を
指
導
の

中
心
に
据
え
て
研
究
に
取
り
組
む
言
語

部
は
、
思
考
・
判
断
し
表
現
す
る
学
び

を
通
し
て
児
童
が
言
葉
と
関
わ
り
、
言

葉
の
よ
さ
を
認
識
す
る
と
と
も
に
言
語

感
覚
を
養
っ
て
、
自
己
の
言
語
生
活
に

生
か
す
こ
と
を
目
指
す
。
ま
た
、
成
果

を
適
正
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他

の
学
習
や
日
常
生
活
に
お
い
て
活
用
で

き
る
言
葉
の
力
を
育
む
こ
と
と
し
た
。

二　

研
究
の
内
容

上
・
下
学
年
の
二
分
科
会
に
お
い
て

「
知
識
及
び
技
能
」
と
「
思
考
力
、
判

断
力
、表
現
力
等
」の
関
連
を
図
り
、「
読

む
こ
と
」
に
焦
点
を
あ
て
、
言
葉
の
力

を
育
む
単
元
化
を
中
心
に
研
究
主
題
に

迫
る
。

（
一
）
単
元
構
成
を
「
出
合
う
」「
親
し

む
」「
生
か
す
」
の
三
段
階
と
す
る
。

・�

出
合
う
：
言
葉
に
着
目
し
た
り
経

験
と
結
び
付
け
た
り
し
て
言
葉
と

出
合
う

・�

親
し
む
：
言
葉
に
着
目
し
て
読
む

こ
と
で
、
読
み
が
広
が
っ
た
り
深

ま
っ
た
り
す
る

・�

生
か
す
：
身
に
付
け
た
言
葉
の
力

を
事
後
の
学
習
や
日
常
生
活
に
生

か
す

（
二
）
児
童
が
主
体
的
に
終
末
の
活
動

を
設
定
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
学

習
計
画
を
立
て
た
り
、
活
動
を
振
り

返
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
単
元

構
成
を
工
夫
す
る
。

（
三
）
学
習
活
動
・
児
童
の
意
識
・
言

葉
へ
の
気
付
き
・
学
習
材
と
と
も
に

評
価
（
評
価
規
準
・
具
体
的
な
姿
・

指
導
に
生
か
す
評
価
等
）
を
明
示
し

た
単
元
構
造
図
を
作
成
し
、
単
元
の

全
体
像
を
明
確
に
す
る
。

三　

研
究
の
方
法

上
・
下
分
科
会
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
十
一
月
末
ま
で
に
研
究
授
業
を
行

う
。
研
究
大
会
に
向
け
、
さ
ら
な
る
指

導
案
検
討
を
行
い
、
研
究
内
容
を
深
め

る
。

四　

研
究
組
織

部　

長	

小
川　

和
美
（
葛
飾
・
高
砂
小
）

副
部
長	

井
口
美
由
紀
（
新
宿
・
富
久
小
）

副
部
長	

岡
本　

賢
二（
中
野
・
江
古
田
小
）

副
部
長	

野
澤　

一
代
（
荒
川
・
大
門
小
）

副
部
長	

青
木
由
美
子（
江
東
・
第
五
大
島
小
）

世
話
人	

本
村　

文
香
（
新
宿
・
愛
日
小
）

世
話
人	

山
下　

美
香（
学
大
附
・
大
泉
小
）

庶　

務	

三
原　

愛
子（
町
田
・
忠
生
第
三
小
）

庶　

務	

北
原　

亜
紀（
府
中
・
府
中
第
一
小
）

会　

計	

田
中　

裕
美
（
葛
飾
・
高
砂
小
）

会　

計	

小
黒　

靖
子
（
葛
飾
・
道
上
小
）

五　

年
間
指
導
講
師

講
師　

本
会
顧
問　

今
村　

久
二
先
生

六　

研
究
計
画

６
・
17　

研
究
主
題
・
組
織
等
検
討

７
・
21　

基
礎
理
論
研
究

８
・
６　

研
究
授
業
事
前
研
究

講
師　

本
会
顧
問　

今
村　

久
二
先
生

８
・
27　

研
究
授
業
事
前
研
究

講
師　

本
会
顧
問　

今
村　

久
二
先
生

10
・
５　

下
学
年
研
究
授
業

講
師　

本
会
顧
問　

今
村　

久
二
先
生

�

二
年
・
小
黒　

靖
子
主
任
教
諭

�

（
葛
飾
・
道
上
小
）

単
元
名

　
「
心
の
中
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
」

学
習
材

　
「
き
つ
ね
の
お
き
ゃ
く
さ
ま
」

11
・
９　

上
学
年
研
究
授
業

講
師　

本
会
顧
問　

今
村　

久
二
先
生

�

五
年
・
田
中　

裕
美
主
任
教
諭

�

（
葛
飾
・
高
砂
小
）

単
元
名

　

�「
亮
太
の
心
情
を
感
じ
取
り
、
続

き
話
を
書
こ
う
」

学
習
材

　
「
い
つ
か
、
大
切
な
と
こ
ろ
」

12
・
９　

研
究
大
会
事
前
研
究

講
師　

本
会
顧
問　

今
村　

久
二
先
生

１
・
11　

研
究
大
会
事
前
研
究

２
・
18　

研
究
大
会

講
師　

本
会
顧
問　

今
村　

久
二
先
生

�

二
年
・
小
木　

和
美
主
任
教
諭

�

（
大
田
・
田
園
調
布
小
）

�

五
年
・
岡
﨑　

智
子
主
任
教
諭

�

（
杉
並
・
八
成
小
）

３
・
１　

今
年
度
の
成
果
と
課
題

	

次
年
度
の
研
究
計
画

講
師　

本
会
顧
問　

今
村　

久
二
先
生

言
語
部

言
葉
の
よ
さ
に
気
付
き
、

親
し
み
、
日
常
生
活
に
生
か
す

単
元
づ
く
り
と
評
価

研
究
部
長　

小
川　

和
美
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夏
休
み
直
前
の
七
月
十
七
日
土
曜
日
、

文
京
区
立
千
駄
木
小
学
校
に
お
い
て
、

「
令
和
三
年
度　

ま
な
び
塾
」
を
開
講

し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
て

の
実
施
の
た
め
、zoom

を
活
用
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
申
し
込
み
方
法
も
、

Form
s

を
活
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
ま
な
び
塾
の
運
営
と
な
り
ま
し
た
が
、

講
師
の
先
生
方
、
受
講
者
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

急
な
感
染
者
増
加
に
伴
い
、
一
つ
だ

け
設
定
し
て
い
た
参
集
コ
ー
ス
を
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ご
希

望
く
だ
さ
っ
た
受
講
者
の
皆
様
は
、

zoom

の
コ
ー
ス
に
変
更
し
て
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

都
小
国
研
の
主
力
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ

で
あ
る
ま
な
び
塾
は
、
我
が
都
小
国
研

の
至
宝
と
も
い
え
る
講
師
陣
（
顧
問
や

参
与
の
方
々
）
の
有
志
か
ら
、
直
接
国

語
の
授
業
の
在
り
方
や
指
導
方
法
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

zoom

と
は
い
え
、
開
講
で
き
た
こ
と

は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。

本
年
は
、
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
二

コ
ー
ス
、
書
く
こ
と
二
コ
ー
ス
、
読
む

こ
と
四
コ
ー
ス
、
言
語
二
コ
ー
ス
の
合

計
十
コ
ー
ス
の
講
座
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
受
講
者
（
参
加
者
）
は

一
一
九
名
で
し
た
。

実
施
時
間
は
、
各
コ
ー
ス
一
時
間
と

し
、
前
半
と
後
半
の
二
つ
の
コ
ー
ス
を

選
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。Zoom

配

信
の
容
量
を
考
え
、
原
則
各
コ
ー
ス
二

〇
名
程
度
と
し
ま
し
た
が
、
人
数
も
多

く
差
が
出
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
円

滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

都
小
国
研
の
各
部
の
実
践
報
告
を
す

る
コ
ー
ス
で
は
、
授
業
者
か
ら
の
報
告

を
受
け
、
受
講
者
か
ら
質
疑
を
行
い
、

講
師
か
ら
単
元
の
価
値
付
け
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
児
童
の
実
態
や
学

習
経
験
、
学
校
の
特
色
を
考
慮
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
単
元
の
実
践
を
聞
き
、
多
く

の
受
講
者
か
ら
、
す
ぐ
に
で
も
子
ど
も

た
ち
と
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
二
学
期
に
実
践
す
る

が
楽
し
み
で
す
と
い
う
受
講
者
の
声
を

聞
き
、
提
案
し
た
授
業
者
の
達
成
感
あ

ふ
れ
る
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。
共
に

学
び
合
う
仲
間
が
い
て
、
児
童
の
成
長

に
寄
与
で
き
る
実
践
を
共
有
す
る
こ
と

の
価
値
を
、
改
め
て
感
じ
た
ひ
と
時
で

し
た
。

講
師
の
先
生
の
講
義
か
ら
は
、
学
習

材
の
分
析
の
方
法
や
児
童
の
実
態
に
応

じ
た
単
元
構
成
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。Zoom

配
信
だ
っ
た
た

め
、
例
年
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

的
な
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
で
も
、
少
し
で
も
と
、
一
方
的
な

講
義
に
な
ら
な
い
よ
う
に
講
師
の
先
生

方
が
ご
工
夫
く
だ
さ
り
、
受
講
者
も
楽

し
み
な
が
ら
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
、「
学
習
材
に
つ
い
て
の
理
解

が
深
ま
り
、
以
前
の
実
践
の
反
省
点
と

関
連
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
具
体
的
な
授
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
も

て
た
」
と
い
う
受
講
生
の
感
想
か
ら
、

国
語
の
授
業
の
基
礎
・
基
本
と
い
う
も

の
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、
明
日
か
ら
の

授
業
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
な
と
実
感
で
き
ま
し
た
。
若
手

教
員
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

終
了
後
に
は
、Form

s

に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
五
九
名
の

受
講
者
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

職
名
で
見
る
と
、
教
諭
三
五
名
、
主
任

教
諭
二
〇
名
、
主
幹
教
諭
・
指
導
教
諭

四
名
で
、
経
験
年
数
で
は
、
一
～
四
年

が
二
〇
名
、
五
～
九
年
が
一
五
名
、
一

〇
～
一
四
年
が
一
三
名
、
一
五
年
以
上

が
十
一
名
、
若
手
が
多
い
と
い
う
傾
向

は
例
年
通
り
で
し
た
が
、
中
堅
と
言
わ

れ
る
教
員
も
多
く
参
加
し
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

感
想
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

大
変
満
足
二
九
名
、
満
足
二
八
名
、

普
通
二
名
で
し
た
。

中
に
は
、
忙
し
い
時
期
に
出
か
け
て

い
く
こ
と
が
難
し
い
の
で
、zoom

な

ら
参
加
し
や
す
く
あ
り
が
た
い
と
い
う

感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

来
年
度
の
感
染
症
の
状
況
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
今
年
度
の
成
果
と
課
題
を

踏
ま
え
、
参
集
し
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
、
よ
り
充
実
し
た
ま
な
び
塾
を
目
指

し
て
、
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。
来
年

度
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

感想 人数
すぐに授業で生かすことがで
きるアイディアを得られた ３４

具体的な授業のイメージがも
てた １５

気になっていたことの答えを
教えていただいた 　２

授業作りのヒントやきっかけ
を得られた 　１

その他 　７

令
和
三
年
度

ま
な
び
塾
報
告

副
会
長　

山
口　

麻
衣
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多
摩
地
区
研
究
会
で
は
、
多
摩
地
区

の
国
語
教
育
の
充
実
を
目
指
し
、「
話

す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部
」「
書
く
こ
と
部
」

「
読
む
こ
と
部
」
の
三
つ
の
部
会
に
よ

る
研
究
発
表
と
「
多
摩
ま
な
び
塾
」
の

開
催
を
軸
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一　

多
摩
地
区
総
会

例
年
、
都
小
国
総
会
後
、
多
摩
地
区

総
会
・
研
究
大
会
（
授
業
公
開
及
び
支

部
等
研
究
実
践
報
告
）
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
今
年
度
は
昨
年
度
と
同
様
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
総
会
の
紙
面
開
催
の

み
と
い
た
し
ま
し
た
。

・
令
和
二
年
度
活
動
報
告

�

各
研
究
部
会
及
び
研
究
授
業
の
報
告

「
多
摩
ま
な
び
塾
」
の
中
止
報
告

・
令
和
三
年
度
役
員
・
事
務
局
員
承
認

・�

都
小
国
研
研
究
主
題
「
未
来
を
拓
く

国
語
教
育
の
創
造
―
評
価
活
動
の
充

実
を
通
し
て
、
学
び
の
質
を
高
め
る

単
元
づ
く
り
―
」
に
沿
っ
た
多
摩
地

区
に
お
け
る
研
究
計
画
及
び
事
業
計

画
（
機
関
誌
「
国
語
教
育
」
の
発
行

及
び
「
多
摩
ま
な
び
塾
」
の
開
催
）

に
つ
い
て
の
提
案
と
承
認

・
各
部
の
研
究
計
画

�

各
部
と
も
部
会
を
適
宜
行
い
、
研
究

授
業
を
年
一
回
実
施
す
る
。

【
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部
】

�

研
究
主
題
：
主
体
的
に
話
し
、
自
己

充
実
を
目
指
す
児
童
を
育
成
す
る
単

元
づ
く
り

研
究
授
業
日
：
二
月
十
五
日
（
火
）

会　

場
：
狛
江
市
立
狛
江
第
三
小
学
校

授
業
者
：
宮
崎　

弘
美　

主
任
教
諭

（
第
四
学
年
）

講
師
：
本
会
顧
問　

邑
上　

裕
子
先
生

【
書
く
こ
と
部
】

�

研
究
主
題
：
児
童
の
深
い
学
び
を
目

指
す
、
主
体
的
・
対
話
的
な
書
く
こ

と
の
単
元
づ
く
り

研
究
授
業
日
：
一
月
二
十
八
日
（
金
）

会　

場
：
国
立
市
立
国
立
第
二
小
学
校

授
業
者
：
山
﨑　

由
紀
子　
主
任
教
諭

（
第
六
学
年
）

講
師
：
本
会
顧
問　

成
家　

亘
宏
先
生

【
読
む
こ
と
部
】

�

研
究
主
題
：
深
い
学
び
と
な
る
展
開

の
工
夫
と
評
価
の
明
確
化

研
究
授
業
日
：
一
月
二
十
日
（
木
）

会　

場
：
青
梅
市
立
第
二
小
学
校

授
業
者
：
田
中 

大
基 

教
諭

（
第
六
学
年
）

講
師
：
本
会
顧
問　

井
出　

一
雄
先
生

二　

第
十
二
回
多
摩
ま
な
び
塾

令
和
三
年
十
月
二
十
三
日
（
土
）
に

府
中
市
立
府
中
第
二
小
学
校
を
会
場
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
中
止

と
し
た
の
で
、
二
年
ぶ
り
の
開
催
で
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
状
況
も
落
ち
着
い
て
き
て
い
た
た

め
、
対
面
で
の
講
座
で
実
施
し
ま
し
た
。

多
摩
ま
な
び
塾
は
、
三
講
座
、
午
前
開

催
、
ワ
ン
コ
イ
ン
（
五
百
円
）
で
実
施

し
て
お
り
、
土
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず

各
教
室
と
も
国
語
の
授
業
改
善
に
熱
心

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
先
生
方
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
各
講
座
と
も
参
加
者

同
士
が
か
か
わ
り
合
い
な
が
ら
主
体
的

に
学
べ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行

わ
れ
、
参
加
者
が
お
互
い
の
考
え
や
作

品
な
ど
の
交
流
を
し
な
が
ら
、
講
師
の

先
生
方
か
ら
示
さ
れ
た
事
例
な
ど
を
通

し
て
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
身
の
授
業
を
ど
の
よ
う
に
つ

く
っ
て
い
く
か
な
ど
に
つ
な
が
る
ヒ
ン

ト
と
な
る
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

【
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
の
講
座
】

・�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
を

ふ
ま
え
た
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

の
指
導

講
師
：
本
会
参
与　

井
上　

紋
子
先
生

　
　
　

本
会
参
与　

網　
　

淑
子
先
生

�「
わ
た
し
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
生
活
３
箇

条
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
対
話

�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
て

る
た
め
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
【
書
く
こ
と
の
講
座
】

・
主
体
的
に
書
く
指
導
法
の
工
夫

講
師
：
本
会
参
与　

西
久
保
律
子
先
生

�

絵
本
の
登
場
人
物
に
手
紙
を
書
い
た

り
、
身
近
な
人
に
手
紙
を
書
い
た
り

す
る
こ
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
読
む
こ
と
の
講
座
】

・�

説
明
的
文
章
の
教
材
研
究
の
コ
ツ

と
単
元
づ
く
り
の
工
夫

講
師
：
本
会
顧
問　

井
出　

一
雄
先
生

�「
読
む
力
を
育
む
物
語
文
の
指
導
」

の
３
つ
の
演
習

「
マ
ッ
プ
作
り
」「
第
三
次
の
活
動
」

�「
物
語
を
読
む
と
き
の
着
目
点
（
読

み
の
力
）」

令
和
三
年
度　

都
小
国
研

多
摩
地
区
研
究
会 

活
動
報
告

副
会
長　

山
崎　

尚
史
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新
宿
区
で
は
、領
域
「
Ｂ
書
く
こ
と
」

に
つ
い
て
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
を
追
究
し
て
研
究
を
深
め
て
い
ま
す
。

年
三
回
の
研
究
授
業
を
行
い
、
更
に

年
一
回
の
講
演
会
で
講
師
の
先
生
方
か

ら
学
ぶ
機
会
も
設
け
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
九
月
三
年
生
「
食
べ
物

の
ひ
み
つ
を
教
え
ま
す
」、
十
月
五
年

生
「
あ
な
た
は
、
ど
う
考
え
る
」、
十

一
月
一
年
生
「
じ
ど
う
車
ず
か
ん
を
つ

く
ろ
う
」
の
三
回
の
研
究
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
の
実
践
を
生
か

し
、
①
児
童
が
「
書
き
た
い
」
と
思
え

る
題
材
を
考
え
、
書
く
こ
と
の
必
然
性

を
感
じ
さ
せ
る
導
入
の
工
夫
や
、
例
文

作
成
の
工
夫
、
共
通
教
材
で
書
き
方
の

基
礎
を
学
ん
だ
後
に
、
自
分
の
課
題
で

活
用
で
き
る
よ
う
な
授
業
展
開
の
工
夫

を
す
る
こ
と
。
②
児
童
の
実
態
を
把
握

し
、
育
て
た
い
力
を
明
確
に
し
た
指
導

を
行
い
、
振
り
返
り
を
生
か
し
た
指
導

を
行
う
こ
と
。
③
文
章
の
良
さ
を
見
付

け
る
交
流
や
発
想
を
広
げ
る
交
流
な
ど
、

観
点
を
明
確
に
し
た
交
流
活
動
を
意
図

的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
。
④
オ
ク
リ
ン

ク
や
ム
ー
ブ
ノ
ー
ト
、
写
真
な
ど
を
取

り
入
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
。

の
四
点
を
研
究
の
柱
に
し
て
、
実
践
を

重
ね
ま
し
た
。
児
童
が
「
書
く
こ
と
」

に
楽
し
さ
を
見
出
し
、
言
葉
の
力
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
適
切
な
表
現
方

法
で
「
書
く
力
」
を
身
に
付
け
、
各
教

科
で
も
発
揮
で
き
る
よ
う
今
後
も
研
究

を
重
ね
、
授
業
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く

所
存
で
す
。

主
題
の
実
現
に
向
け
て
、
児
童
自
身

が
目
的
や
必
要
性
を
意
識
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
目
的
意
識
・

相
手
意
識
を
明
確
に
し
た
上
で
学
習
の

見
通
し
を
も
た
せ
た
り
、
振
り
返
っ
た

り
す
る
学
習
場
面
を
設
定
し
ま
す
。
発

問
や
課
題
設
定
の
工
夫
に
よ
り
、
児
童

が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
副
主
題
に

あ
る
「
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
た
学

び
の
実
践
」
に
向
け
、
自
分
の
考
え
を

広
げ
深
め
る
学
習
活
動
を
設
け
ま
し
た
。

自
分
が
理
解
し
た
り
表
現
し
た
り
し
た

言
葉
を
、
交
流
活
動
を
通
し
て
捉
え
直

す
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
が
ど
の
よ
う

に
変
容
し
た
か
に
気
付
か
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
児
童
に
と
っ
て
、
交
流

が
価
値
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
、授
業
研
究
を
二
本
行
い
ま
し
た
。

六
月　
「
言
葉
の
意
味
が
わ
か
る
こ

と
」
五
年
生
・
説
明
的
文
章

筆
者
の
考
え
や
事
例
の
示
し
方
に
つ

い
て
、
共
感
・
納
得
・
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
を
見
付
け
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
て
、
交
流
し
合
い
ま
し
た
。

十
月　
「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く

り
」
三
年
生
・
文
学
的
文
章

二
つ
の
「
か
げ
お
く
り
」
の
場
面
を

比
べ
な
が
ら
読
み
、
登
場
人
物
の
行
動

や
気
持
ち
の
共
通
点
や
相
違
点
を
見
付

け
、
感
想
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
十
月
に
は
、
中
学
校

部
会
の
授
業
研
究
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
対
面
で
の
学
習
指
導
案

検
討
と
併
せ
、
可
能
な
限
り
、
デ
ー
タ

の
確
認
や
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
話
し
合

い
の
方
法
を
活
用
し
ま
し
た
。
密
を
避

け
つ
つ
、
充
実
し
た
授
業
研
究
に
な
る

よ
う
、
十
一
名
の
部
員
で
協
力
し
な
が

ら
研
究
を
深
め
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

本
年
度
、
都
小
国
研
は
、
研
究
主

題
「
未
来
を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造 

～
評
価
活
動
の
充
実
を
通
し
て
、
学

び
の
質
を
高
め
る
単
元
づ
く
り
～
」

を
掲
げ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら
、
昨
年

度
の
経
験
を
活
か
し
研
究
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
各
部
で
の
研
究
は
、

参
加
す
る
人
数
を
制
限
し
た
り
リ

モ
ー
ト
で
の
会
議
に
し
た
り
と
工
夫

し
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

昨
年
度
実
施
で
き
な
か
っ
た
ま
な

び
塾
と
研
究
大
会
は
、
初
の
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
開
催
と
し
ま
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
な
び

塾
で
は
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
ま
な
び
の
場
を
提
供
で
き
た
こ
と
。

研
究
大
会
で
は
、
研
究
を
進
め
、
そ

の
結
果
を
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
た
こ

と
。
こ
の
二
つ
は
新
た
な
試
み
が
も

た
ら
し
た
大
き
な
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

次
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
困
難
に
も
負
け
ず
、
児
童

の
主
体
的
・
対
話
的
な
深
い
学
び
の

中
で
、
児
童
が
自
ら
の
学
び
を
見
通

し
、
振
り
返
り
、
調
整
す
る
態
度
を

育
成
す
る
た
め
の
指
導
を
全
会
員
で

推
進
し
て
い
け
る
こ
と
を
、
願
っ
て

い
ま
す
。

　

新
宿
区
立
落
合
第
二
小
学
校

�

橋
本　

則
子

新
宿
区
立
小
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部

研
究
主
題

　
「
思
い
や
考
え
を
豊
か
に
表
現
で
き
る
児
童
の
育
成

�

～
書
く
こ
と
の
指
導
を
通
し
て
～
」

福
生
市
立
学
校
教
育
研
究
会
小
学
校
部
会
国
語
部

研
究
主
題

　
「�

主
体
的
に
学
び
、
確
か
な
学
力
を

身
に
付
け
た
児
童
・
生
徒
の
育
成
」

～�

見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
た�

学
び
の
実
践
を
通
し
て
～

支
部
だ
よ
り
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